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研究成果概要 
2021 年 4 ⽉に⻑らく問題とされてきたμ中間⼦の異常磁気能率が標準模型の理論予想
から有意にずれていることが再確認された。磁気能率に対するハドロン効果の理論計算
に不定性が残されてはいるものの、乖離は標準模型を超える物理を強く⽰唆している。
特に超対称標準模型は超対称粒⼦が O(100) GeV であればμ中間⼦の磁気能率の乖離問
題を説明できるため、有⼒な候補として期待されてきた。しかしながら LHC 実験による
超対称粒⼦探索の結果、超対称粒⼦、特にカラー電荷を持つ超対称粒⼦に対する質量下
限が厳しくなってきている。さらに Higgs粒⼦の質量が 125GeV であることは超対称粒
⼦の質量が数 TeV以上ある可能性を⽰唆している。そのため、現在までの超対称粒⼦へ
の制限と⽭盾なく乖離問題を説明できるかどうかは⾮⾃明な状況にある。そこで本年度
の研究において現状を踏まえた超対称標準模型によるμ中間⼦の磁気能率への影響を再
評価した。その結果最も良く仮定される重⼒伝搬型の超対称性の破れの模型では Higgs
粒⼦の質量とμ中間⼦の磁気能率を同時に説明することはできないことを⽰した。また
lepton の超対称対と quark の超対称対の質量の間に階層性を与える模型の場合 Higgs 粒
⼦の質量とμ中間⼦の磁気能率を同時に説明可能だが⼀般には CP 対称性の破れなどの
問題が⽣じることを⽰した。さらに⾮常に特殊なセットアップで CP 対称性の破れなど
の問題を⽣じさせずに場合 Higgs粒⼦の質量とμ中間⼦の磁気能率を同時に説明する模
型を考案した。この模型ではカラー電荷を持たない超対称対が⽐較的軽いため、LHCや 
ILC 実験、CP対称性の破れの測定実験など多くの⽅法で検証可能な模型となっている。 
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